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The  Women's News,  Japan

町村議会約51％が女性の議員ゼロ。国際機関は女性比率50％以上が11機関

内閣府男女共同

参 画 局 調 べ

女
性
管
理
職
ゼ
ロ
町
村
4
8％

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
、
毎
年
調
査
し
て
い
る
「
地
方
公
共
団
体
の
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

又
は
女
性
に
関
す
る
施
策
の
状
況
」
と
「
女
性
の
政
策
決
定
参
画
状
況
調
べ
」
の
、
平
成
1
4年
度
調
査
を
発
表
。

全
体
的
に
は
、
各
分
野
で
女
性
の
参
画
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
地
方
議
会
の
女
性
議
員
比
率
は
６
・
８

％
と
１
割
に
も
み
た
ず
、
女
性
議
員
の
い
な
い
議
会
は
5
0・
８
％
も
あ
る
状
況
だ
。

女
性
に
関
す
る
施

策
で

、

い
圭
最
も
関
心

が
あ
る
の
は

男
女
共
同
参
画
匚
関

す
る

条

例
づ
く
０

だ
ろ

う
。

８

月
８
日
現
在

、
条
例
制

条例制定の検討状況

都道府県

政令指定都市

定

済

み

は

、
3
6
都

道

府

県

（
1
3
）
、
５

政

令

都

市

（

言

、

政

令

都

市

を

除

く
6
0
市

区

町

村
（

諂

）
求

力

ツ

コ

内

は

平

成

旧

年
８

月
2
0
現

在

。
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０

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都

市
は

ば
ぼ
制
定
し

終
え
匸

い

る
か

、
巾
区
は
制
定
が
７

・

地方議会議員の女性比率

口都道府県議会圏

■町村議会

市(区)

町村

女性比率区分

20％以上 芦 万万尹二石Ｅこコ12.0

15％以上20％未満iij 尚甲乙ニニ10.7
－

5 Ｊ

３
％

、
制

定
を
検
討

中
が
3
6

・
Ｏ
％

。
町

村
で

は
Ｏ

・
５

％

、
検

討

中

が
諂
・
４
％

.9
３
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認

・
尽

認

・
誌

・
認

・
認

・
誌

・
認

・
認

・
認

・
忽

ぶ

Ｗ
・
認

・
認

・
壑

認

・

60.050.040.030.0

議会構成比(％)

20.010.00.0

と

、
圭

だ

こ

れ

か

ら

だ

。

政

策

・
方

針

決

定
過

程

へ

の

女

性

の

覬

画

状

況

を

見

る

と

、
審

議

会

の

女

性
委

員

比

宰

は

、

都

道

府

県
2
4
・
６

％

（
2
2
・

３
％

）
、
政

令

指

定

都

市
2
5
・

８

％

（
2
4
・
３

％

）
。

そ

の

中

で

５

都

道

府

県

か
3
0

％

を

越

え

て

い

る
（

鳥

取
3
7

・

１

％

、

青
森
3
4
・
７

％

、

福

岡
‐ｙ
Ｊ
・
３

％

、

大
阪
3
1
・

占

气

岐

阜
3
0
・
３

％

）
。
巾

ぼ
町

村

で

は

、

全

体
の

比

率

は
1
8
・
４

％

で

、
4
2
巾

区

と

6
8町

村

が
3
0
％

を

超

え
匸

い

る

。

一
方

、
女

性

委

白

が
Ｉ

人

も

い

な

い

と

こ

ろ

も

口

町

村

も

あ

る

な

ど

、

ば
ら

つ

き

か

み

ら

九

る

。

圭

だ

、

女
性

の

管

理

職

力

比

率

は

、

鄒
肩

肘

拱
４

・
５

％

、
巾

区

町

村
７

・
Ｏ

％

と

令

体

的

に

ま

だ

ま

だ

少

な

卜

。
さ

ら

に

、

全

く

卜

な

い

七

し
ろ

が
9
2
巾
区

（

旧

・
い
ご

％

）
、
1
2
1
3

町

村
（
4
7
・

2
1世
紀
に
つ
な
ぐ
学
び

「
日
本
女
性
学
習
財
団
」
改
称
記
念
シ
ン
ポ

多
様
性
の
中
か
ら
共
通
性
を

「
財
団
法
人
　

日

本
女
子

社
会
教
育
会
」（
藤
原
房
子

理

事
長
）
は

、
今

年
４
月

、
「
財

団
法
人
　

日

本
女
性

学
習

財

団
」
に
改
称

、
新
た

な
ス

タ

Ｉ
ト

を
切
っ
た

。
二
九
を
記

念
し

た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

が
、

匸
の

ほ
ど

、
メ
ル

バ
ル
ク
東

京
（

東
京
・
芝
公
園
）
で

開

か
れ
た
（
８

月
２

且

。

る ハ ザ ー ドさ ん （左 ）匡|連時 代 の 経 験 を 語

坤

田

道

斤

蜜

洋

人

学

長

古

ん

の

基

調

講

演

は
「
女

性

た

ち
・
は

ど

う

学

び
、

㈹

を

得

て

き

た

か

Ｉ

学

び

四

歩
・

み

に

見

る

光

と

影
二

女

性

の

学

習

活

動

の

足

跡

を

女

性

運

勁
の

歴

史

と

慨

气

平

等

の

実

現

を

求

め

、

意

識

改

革

か

ら

活

動

へ

と

結

び

つ

け

た

女

性

た

ち

が

、

平

等

を

政

策

化

す

る

原

動

力

と

な

っ
た

経

緯

を

理

論

的

匚

解

明

。

「
2
1
世

紀

は

、

課

題

が

多

様

化

。
そ

の

中

匸

共

通

性

を

明

確

匸

す

る

学

習

が

大

仞

」
と

話

し

。

「

女

性

が

ポ

ス

ト

匚

つ

く

匸

と

が

意

味

の

あ

る

匸

と

て

ほ

な

く

、

男

女

共

同

参

画

を

万

力

よ

う

に

贈

う

か

が
問

卜

牡

匸

卜

る
・
。

同

し

岑

え

を

打

つ
・

人
と
少
し

ず
つ

進
め
匸

卜
く

し
か
な

卜

」
と

結
ん
だ
。

ゲ
ス

ト

ー
ス

ビ

ー

カ

ー

は

、
国

連
高
齢
者
年
Ｎ
Ｇ
Ｏ

代

表
の
（

八

匸

ア

ー（

サ

ー
ド
さ
ん

。
8
5年
ナ
イ

ロ
ビ

雌
界
女

性
会
議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ

ォ
上
フ
ム

統
括
議
長
、
9
5年

礼

先

譲

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ

ォ
し
う

厶

執

行

委

員

と

し
て

亘

尚

卜

。「

ザ
ー
ド
さ
ん
は

、
礼

の
エ
ン

パ
ワ

ー
メ
ン
ト

」
と

題
し
た
ス

ピ
ー
チ
で

言

闘

ド
匸

生
か
学
習
の
プ
ロ
セ

ス

学
び
の
可

能
性
は

、
ど

ケ

ソ
人
口

も
あ
る
の
だ
」
七

回

賢

し

、
世
界
各
・国
を
回

り

仕
事

を
し
て
い

た
国
連
職

員
時
代
の

経
験
が

、
言
白
今

年

☆

人

き
な
学
習
仁

刀

こ

ｒ

卩

Ｉ

・

―丶
』

―丶

；

ｑ

″

Ｉ

Ｉμ

；

７

也

も
あ
い

、
町
村
で

の

男
攵
共
罔
参
雨
社
会
づ
く
り

の

難
し

さ

が

伝
わ

っ
て

く

る
。来

年

は

統

一

疱

壮

選

挙

の

ヰ

。

にズ
性

の

政

冶

参

画

を

進

め

る

女

性

た

ち

が

、

「

女

性

七

口

議

会

を

な

く

そ

う

！

」

と

動

き

始

め

て

い

る

が

、

女

‐‐‐

性

議

員

の

い

な

卜

議

会

は

、

‐‐‐‐‐

都

道

府

県

議

会

で

２

県

（

大

形

、
広

島

）
、
5
9
市

ヌ

議

会
（

８

・
５
％

）
、
1
2
9
1
町
村
議

会
（
5
0・
８
％

）
も
あ
る

。

来
年
は
ど
の
く
ら
ト
ゼ
ロ

が

減
る
か
注
口
し
た
い

。

圭
だ

、
女
性
議
員
が
占
め

る
割
付
は

、
鄒
道
府
県
議
会

５

・
７
％

、
市
議
会
１０
・
５

％

、
政
令
指
定
都
巾
議
（
几

・
Ｏ
％

、
町
村
議
（
才

・
８

％

、
特

別

区

議

会
2
0
・
０

％

。
全
体
の
製

‥
は
６

・
８

％

と
な

っ
て
い
る

。
匸
匸

も

鄒
市
部
の
け

っ
か
比
率
白

局

い
匸
と
が
分
か
る

。

行
啓

已
は

テ

バ
末
）
、
鄒

道
府
県
は
県
知
市
３
負

副

知
事
５

負

出
串

良
２

号

市

区

町

村

で

は
、
巾

年

り

負

町

長
３
負

村
八
１
・

几

助
役
囗
負

収
入
役
牡

七

回

つ
。

玉

目

は

、
継

竹

学
習
し
た
こ
と
を
牛
か

し
す
界
万
人
と
共

鉗
す
る
手

法
を
得
毒

口

と
謳

っ
た

。

（

ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ノ

ノ
コ

ン
「
女
性
の

学
肖
の
未
利

を

屐
望
す
跼

で
は

、
大
江

直

イ
（

神

奈
川
大

紋
授
）
さ

ん

の
コ
ー

デ
イ

づ
１
卜
で

、
地

城

、
大

学
の
教

育
現
代

ド

イ
ツ
の
人

学
匚
お
け
る
女

性

の
学
習
活
動
経

験
者
か
ら

話

を
聞
い
た

。

末

示
・

渋
谷
で

、
良
い

け

親
に
な
る
た
め
の
「
嬋
人

学

級
」
か
ら
ス

タ
ー
ト

。
や
が

て

女
性
史

、
社

会
問
題
へ

と

学
罔
の
幅

を
広
げ
、
行

政
職

の
依
頼
ま
で
受
け

な
が
ら
、

時
代
の

変
遷
と
汁

に
会
員

が

減
少

。
つ

卜
匚

、
巧
牛
の

歴

史
匸

廿
雫

入

匸

だ

浜

谷

自

主
ヶ

ル

ー

プ
連

絡

協

議

戸

の
回
田

久
了

さ
ん
は

。

「

学
び
を
地
域
匚
斗

づ

す

亘
（

閇

さ
を
訴
え

仁

工
嬋
歴
で

も
回
で
も
３

年

以
上
の

経
験
か

あ
九
げ

人
学

回

廠
○

菌
レ

円
、
サ

ロ
輿

リ

≒

㈹

徐
々
匹

川
几
匸

レ

石
上

ゴ
レ

犬
、
りＪ
ｊ
４

１
鬲

う

口
言

休
出
①

二

川

、
’
二

戸

鈩
仁

司
法
口

ど
う
か
。
攵
性
力

从
則

り
し
は
、
町

年
３
４
６

人

介

・
・３
‰

）
か
ら
３
７
６

人
（
１２

・
２

⑤

匸
増
え

、

心一
不
肖

も
７

・
Ｏ
％

か

づ
７

・
７
％
匚

ご

訂
正
Ｌ

は
2
0

0
0
羂

を
超
し
2
0
6
3

バ

介

・
Ｏ
％

）
と
な

っ
仁

そ
の

他
、
民
問
・
団
体
で

は

、
へ
し
業
管
理
職
の
部
長
相

当
黽
３

・
２
％

、
課
員
５
・

・
’Ｄ
几

、

匳

回

目

・
臼

几
　

卜
心

門

・

技

術

㈹

言

言

内

中

犬
り
、

仁

了
胼

憚

酉

囗

；

六

三

回

師

卜

二

伊

。
、
ハ

ノ
（

仁

子

・
長

皿

匚

国

；

言

言

ブ

仁

匹

分

行

か

ズ
他

力
数
　
・

は

少

な

卜

か

、

な

Λ

と

旧

際
　

‐‐‐

機
関
で

は
公

作
の
倒
負

囗

本
人

耿
目
比

）
か
印
％

を
越

え
匸

卜
る
と
匸
ろ
か
囗
機
関

も
あ
る
、
国
迎
訓
務
局

、
国

社
人

口
基
金
、
国
迎
星

皿
梏

金
、
国
径
貿
昜
開
発
会
議

、

国
連
㈱
発
訌
画
ほ
か
で

、
国

際
的
匚

は
口

本
に父
性
四
能
刀

が

咼
く
評
価
さ
れ
て

卜
る
。

軍隊を捨てた国から

カレン几を呼ぼう１
みなさんの協力をお願いします

万

言

草
子

匸

匸
『
汗

匸
フ
。

。
ｒ－－
　
　
　
　

ｒｌ
－
圜

才

り
元
ノ
ソ

ツ

フ

ブ

Ｔ
・‐
’

レ

フ
匸

言

言

千

三

つ

レ

ン

・
才
エ

レ

ン

ブ
人

七

匸

ベ

ヤ

牛

づ
言

ヴ
言

犬

倥

を

卞

匸

る
ま

匸

言

皿
罔

⑤

と
か
⑤

ご

う
と

、

一
カ

レ

く

ん

帽

ヘ

ト
辷
介

委

匸

言

か

、
竹

圃

金

①

仟

ひ

拱

け

を
し

厂

づ

仟

牛

南

米

匸

あ

る

心

士
心

国
「
ス

ク

リ

カ

弌

１

０

ｊ

九

卜

に
憲
三

匸

常

府

軍

備

か
雁

正

し

、
以

米

銘

①

一ｚ

/こり

口

‘ 一

…

…｛

・
「
「
一

’
一

ｙ ・

、
、

。
」

。
’
ｙ

ヽ
・
　

ヽ

一

一

ノ
、
つ
Ｉ
’

匸

口

…
…

］
’
、
‘
．‘．

上

、

リ

广

卜

し

几

、

口

二

士

ク

レ

ブ

ス

ブ

寸

寸

一

夕

引

足

土

足

几

ヰ

ノ

ニ

ド

ノ

广

二

千

仁

卜

口

尚

子

欸
　

八

仁

友

∩

七

千

そ
し

て

ト

ニ

ニ

テ

レ

ン

プ

壮

体

尹

手

了

（

十

、

に
に
二

八

浅

才

つ

１ １
‥
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．
厂
　

】

｀
　

’
一

子

‐
二

号

七

づ
て

厂
・

匸

…
…

ご
一

二

二

二
二
上

二
上

二

号

①
○
心

二

参

子

卜
二

三

言
言

○
こ

二

二

二

千

ソ

た

１
‘’ 一

に
。、

］・「一
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⊇
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ｙ
ｙ
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仟
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、
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回

言
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匸
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仁
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仁
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⑤
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⑤
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｛
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友
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⊇
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⊇
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匸
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⑤

］
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、
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０
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０
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［
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二

匸
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螟
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認
・
尽

尽

尽

尽

忽
ぶ
Ｗ・
忽
泥
分
認
・
忽
ぶ
Ｗ・
認
・
認
・
認
・
認
・
認
・
誌
・
認
・
認
・
誌

レ

パ
ン
ト
人
牛
の
継
続

教
育

・
女
性

ず
冷
座
匸
つ

卜
て

話

し

た

≒

隨

あ

き

了

（

ド
イ

ノ

学

伽

作
人
流

晉

曜

以
聨

務

所

）

さ

ん

は

、「
諧

圉

終

厂

後

、
即

フ

ル

タ

イ

ム

の

仟

事

言

就

く

の

は

難

し

い

が

、
女

性

ブ
ツ

ブ
ツ

ロ

分

や

家

族
の

意

識

か

変

わ

よ
Ｌ
く

る

」

と

い

う

。

一

良

子

人

匸

女

性

甼

を

教

言

る

内

海

堕

い
子

示

付

学

図

一

女

子

大

助

教

琶

言

ん

は

、

‐‐‐‐‐

女
と
し
て

の
売
加
時
は

、
結

婚
し
匸

ダ
ど
も

を
産
め

ば
も

う
終
わ
つ

と
卜

う
感

性
の

学

生
た
ち
に

、
女
性

ブ
の

学
習

犬

油
し

、
差
別
口
気

づ
き
、

問
題
を
考
え
る
ツ

ー
ル

を
身

口
つ

け
る
方
法

を
仁
え

な
か

气

学
牛
が
個
別

唾
変
わ
っ

て

卜
く
中
言

白
石
の

ジ
ェ

ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
ロ

気
付
く

二

と
が
あ
る
と
い

う
。

人
江
さ
ん

は

士

別

七
気

ザ

ヘ
、
気
付
か
せ
る
匸

と
は

人
言

白
分

を
変
え

、
社
会

を
変
え
る
力

作
、
ニ
ン
「

ツ

ー
く
レ
ト
」
と

、
シ
ン

キ

ノ

資
格
の
で
幸
説

独

ニ

ビ
ル

ウ
△
を
締
め
く
く

了
言

Ｄ
Ｖ

は
、
先
進
・
開
発
途

上

国

を

問
わ

ず
深

刻

な

問

題
。
仏
教
田

ク
イ
も
例
外
で

は
な
卜
。
被
告
者
の
攵
性

が

不
利

な
立

場

匚

置

か

れ

た

Ｏ
・
、
賜
勾
衛
振

る

っ
た
男
性

の

社
会
的
地
位
小
高
卜
こ
と

な
ど
が
、
情
状
酌
服
の
要
囚

匚

な
っ
て

卜
る

。
人
権
活
動

宣
や
女
性
運
動
家
だ
ら
け

、

こ
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は
「
俯

攵
差
型

、
「
憲

法
の

定
め
る
平
等
を
侵

す
も

の
」
と
し
て

、
差
別
撤
廃

を

目
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す
運
動
匚
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組
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卜
る
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Ｐ
Ｓ
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ヤ
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事
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仁
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齟
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仕
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（
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、
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具
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、
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部
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判
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匸
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判
穴
輿

彼

方
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調
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匸
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佶
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言
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っ
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こ
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言
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∧
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仁
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］
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①
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辻
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▽
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介
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－

　

－

－

‐

‐

‐

－

か

、
二
四
判
決
匸

、
タ
イ
ム

権
委

輿
会
四
ワ
サ
ン
・

①
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ッ
ト
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匸
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匸

卜
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、
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ゾ

嵒

っ
込
人
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声
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①
旧
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廿
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⑤
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力
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仁
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洗
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こ
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／
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イ

ン

⑤

卜

芟
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こ
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と
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匸

卜

る
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葉
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よ
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る
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語

、

中
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謡
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タ

ガ

ロ

グ

謡

、

タ

イ

語

、

ス

ペ
イ

ン

謳

壮

士

匸

対

応

で

き

る

、

時

目

は

０‐
1体

匠

よ

り

違

う

が

眄

時

か

ら

耳

時

匸

ろ

舌

こ

か

多

卜
ヽ
。
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関
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長
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し
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２
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Ｇ
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０
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ど
う
し
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嫌
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る
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国
家
公
務
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（

一
般
職
）

⑤

米
国

務
省
は
、
せ

界
匸
に
い
　
育
児

休
瑕
耿
得
可

能
者
匸
引

が
る
反

米
主
義
の
実
態
を
さ
　

午
七

百

児
休
回

乍

戸

乍
へ

ぐ
る
た

め
、
０

月
匚

米
国
内
　

は
女
礼
ｍ

％

、
男
性
は
ｏ

・

外
の

専
門

家
を
集
め
研
究
会
　
３
％

、

議
犬

て

と

発
表
匸

謳

は
　
　

園

東
電
原
発
ト
ラ

ブ
ル
隠

報
道
陣
二

公
開
せ

ず
、
参
加
　

し

尹

】
も

箝
熨

岸

し

く
≒
　
　

熨

卜
六

冬
ｙ

千

女
婉

は

・

育
休
を
と
っ
だ
男
性
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玉

示
生
力
い
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発
匸

、
ズ

）

務
員
は
〇
・
３
％
　
　
　
　
　

や
磨
耗
加
光
七

言
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、
国

へ

∧

事
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発
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に
よ
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と

、
　

①
報
占
大

ド

」
ケ

ヤ
ソ

巾
や

燃

べ

愉
討
中
言

閣
僚
内

．
∧
弌
　

且

代

力
女

比
↓
弌

余
勺
二

か
多
く

四

凵
川
七

権

利

を

求

冷

丁

三

友
嬋
別
姓
匸

既
婚
者
匸

あ
る
こ
と
を
隠
子

フ
ニ

し
匸

卜
る
匸

五

回
家
庭

⊇

簇

生
言

崩
壊

①
貽
圭
勹

上

発
三

卞
る
こ

と
、
二

万
事
仲

壮
士

匸

剴
作
女
卑
万口
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謳

膳

こ
か
則
強
ト
ニ

谷
三

白

Ｙ

①
友
態
か
叩

ヤ

ピ
ド

甲

斗

匸

ド
ン
人
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六
ノ
、
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竃
几

Ｘ
Ｇ
Ｏ

友

件
財
団

コ
刀
頌
査
二
よ

る
と

、
ク
ノ
女

性

①
フ

つ
乱

≫

二
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岫
土
穴

白

口

］二

弓
毎
叩

ド
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ス

毋
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卜
る

と
⑤

⑤

ソ

か
つ
て

、
累
勹

毎

口
聯
耿

る
こ

ぬ
‥
个

蠅

し
牡
罪
匸

夾

り

燦
言

上

七
士

⑤
夕

士

ヤ

匸

土

入

よ

、

匸

仕

心
二

言

ず
つ
予

言

喜

介

匸

る

六

甲

巾

ド

ネ

ツ

ク
｛
一
Ｘ
Ｏ

Ｉ

つ
り
［

ｊ
ｑ
ｙ

Ｏ

゛

Ｏ

’
Ｄ

’
Ｏ

八

弌

Ｊ

ｙ

Ｃ

を

支

え

る

窯

レ

ト

∇

Ｉ

ク

窓

一
万

’

Ｓ

２

ら

亅

・

４

ツ

一

７

２

ク

ズ

牡

白

家

寸

土

フ

ー

一
一
Ｘ

Ｏ

ｊ

ｊ

Ｏ

Ｑ

Ｏ

）
Ｏ

Ｆ

１

・

口

り
一
Ｄ

り
／
】［

’～

【

中

部

】

六

に

り

ノ

ク

仟

い

外

う

个

通

言

り

る

会

｛

に
０

２

ら

・

２

３

２

・

６

お

８

↓

【

関

西

一

万

⑤

工

大

働

余

良

胼

怙

八

七
6
0
7

4
’一

゛

’
Ｏ
【
‐
‘
’
○

’

り

り
０

口
口

Ｙ

Ｉ
气

Ｘ

Ｇ

Ｏ

仲

戸

外

白

人

救

縦

不

／

卜

霖

Ｏ

Ｔ

８

・
2
3
9
7

1
2
D
O

、

移

仟

女

竹

Ｄ

Ｖ

士

厂

匸

ノ

レ

実

サ

安

穴

賄

了

犬

日

加

二

Ｅ
Ｊ

仟

あ

い
つ

ノ

（

）

拮

匸

そ

①

圭

三

訃

了

衣

匸

卜

る

疑

卜

こ
い

｛
『

』｛

’
、
ヽ

ｌｙ
’
｝・ 六

大

‐４ ‐
衣

（

８

月

壮

言

ニ

ニ

①

た

め

フ

ル

サ

ー

☆

レ

ヰ

小

心

一
回

開

不

言

雇

七

西

⑤

夢

診

三

陣

ノ

ニ

回

不

二

一

田

中

康

夫

氏

、

大

差

で

長

野

県

知

事

ご

当

選

矢

野

聯

知

事

選

挙

二

田

中

平

大

氏

言

言

言

二

廱

、

投

票

土
7
3

・

肋

．

二

回

言

．に

有

効

抗

衣

町

卜

．

争

三

井

物

産

疑

惑

九

牛

七

言
口

二

卜

女

言

二

千

几
示
し
二

も
参
力

仁

土

足

半

白
言

回

し

卜
二

匸ヽ

ず

圧

卜

二

三
弓

二
ｙ
。

マ
寸

匸
九

才
匸

参

七

千

ヤ
ノ

イ
匸

ノ
・
ノ

匸
ｙ

ノ

ン
ニ
元

三

、
Ｄ
Ｖ

よ
、
長

門

匸

乱
三

三

谷

三

言

匸
三

仁
二
誤
る
。

⊇

言

言

大
言

禁
力
士

言

言
工

う
上

し
こ

り
、
友
論
し
よ

う
二
卞

る
三

芳

余
牛

ト
ズ
圉
匸
辻
三

り
①

☆
不

足

言

言

よ

ろ

つ
二

も
①

佶
ソ

匸
丁
三

百

‐こ
、
家
庭
大
汗

ご

蕃

公

言

心

⑤

言

貶
匸

丹

瘢

ご
ぐ
ｙ
｝

匸

三

回

匸

・
匸
多

○

几

全

芥

八

白
匸
卜
っ

万

言
罰

今

二

し

千

①

誤

浜

元

多

ト

ン

’
）
　

レ

マ

ン

ニ

三

⑤

大

元

よ

こ

七

．

子

ダ

ブ

ル

言

、

利

二

言

レ

匸

イ

心

七

言

六

心

言

言

ド

ソ

ニ

突

二
　

二

…
…

。
ｙ
’
）・
．一一
一一一

］．

一

ゝ
ｌｆ
・
．
一一
｝一『（

一一
ご｛

一｛｛
一
．・（
一
’‐・
．
’ ）

ラ

フ

ゾ

七

言

匸

○

三

二

二

百

玉
　

土

生

爪

白

首

本

工

層
卜
元
三
豊

上
ブ
ノ

ー

ト
る
、

・

６

昌

亅
ス
Ｊ

・

囗
べ
Ｊ
ｏ
ツ
リ

【

中

国

】

フ
『

士

ド

シ

匸

ノ

｛
Ｊ
冂
｝
昌

１

・

∩冖
り
｝ｊ
ｊ

ｊ

ｌ

３

５

【

九

州

】

厂

今

年

二

七

言

夕

で

ｎ

ム
‥
口

２

二

っ
Ｉ
Ｉ・

３

・

７

３

３

ｊ

、

コ

∴

ス

グ

力

上

二

千

へ
上

上

七

二

言

ご

灸

石

い
リ
０
回
し

ゅ
っ
’７
崕
χ
い
・

３

７

う

二

言

言

言

仏
Ｙ

ｗ

匸

χ

ア

プ
レ
【
Ｊ
∪
丁

う

・

ま
一
つ

上

・

ら

こ

・ヅ
う

】
二

言

口

匸

、

乙

二

書

夕

言

七

’ご一（
ｙ一一ヘ

サ
ニ
ニ

レ

ケ

’
よ
尹

匸

っ
霖

し

っ

ワ

』
・

９

う

Ｉ

こ

《

２

１

ニ
ニ

匸

毋

⊃

多

ブ

こ
‥
一

”一
”
、
｛

、’一
゛一
‘．．ル

、

一
（｛
一

言

二

三

半

丁

合

．
　
　

二

号

千

言

ゾ

回

三

言

う

レ

ー

Ｏ
Ｄ

Ａ
事
業
匸
匸

レ

ノ

ー

言
町

言

言

言

古

作
足

し
上

付

尚
夕

毋

仁

子

卜
卜

卜

三

仁

言

友
加
玉

石
匹

三

今
小
泉
首
祖

訪
朝

士

ご
巨
生
几

旦

卜

匸

夘

覧

言
・
匸

察

今
匸

且

三

言

犒

二

燉
匸

仁
言

匸

二

六
示

卞
う
こ
牡

言
二

⑤

①
二

六
匸

ブ
ブ

尚

匸

二

背

三

耳

仁
乱
頻

七
琵

匸
こ
号

ぺ

き
く
言

言
了
谷
匸
匸

勺

崋
世
界
同

時
株
安

三

卜
≒
寸

言

仟

千

万
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ﾚ亘 ］

全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

恵

只
の
「
い

わ
さ
き
ち

ひ
ろ
美

術
館

」
が
全
館
バ

リ
ア
フ
リ

ー
の

新
し
い

建

物
に

な
り

、
９

月
７

囗
か

ら
オ

ー
プ
ン
し
て
い

る
。

同
美

術
館

は
練
馬
区
石

神
井
に

あ
り

、
い

わ
さ
き

ち
ひ
ろ

が
最

後
の
2
2
年
間

を
過

ご
し
た
と
こ
ろ

。
ち

ひ
ろ
の
死
の
３

年
後
、
7
7

年
に
住

居
の
一

部
で

、
ホ

さ

な

美

術

館

と

し

て

発

足

、
増
改
築
を
重
ね
て
い

た

が
、
老
朽
化
で

建
て

直

す
こ
と
に
な
り

昨
年
か
ら

工
事
に
か
か

っ
て
い

た
。

い

わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
絵

は
、
い
ま
だ
に
挿
絵
や
雑

誌
の
表
紙
に
良
く
使
わ
れ

て

お
り
、
美
術
館
の
来
館

者
は
、
2
0年
間
で
２

０
０

万

人
を
越
え
、
変
わ
ら
ぬ

人
気
を
物
語
っ
て

い
る

。

新
し
い
建
物
は
建
築
面

積
５
５
１

㎡
（

延
床
面
積

1
2
9
8

㎡
）
、全
館
バ
リ

ア
フ

リ
ー
。
内
藤
廣
さ
ん

の
設
計
で

、
ち
ひ
ろ
の
住

ん
で

い
た
頃
の
イ
メ
ー
ジ

を
残
し
た
い
と

、
前
庭
の

３

本
の
欅
を
そ
の
ま
ま
残

し

、
１

階
に
は
２

つ
の
展

「
彼
女
の

生

き
方

、
私
の

生

き
方
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
問
い
か
け
る

「

あ

な

た

は

女

性

と

し

て

自

由
に

生

き
て

い

ま

す

か

」

と

、

ジ

ェ
ン

ダ

ー

の

視

点

か

ら

問
い

か

け

る

「
由

良

環

・

橋

本

崇

彦

」

展

が

Ｇ

ａ

ｌ

ｌ

ｅ

ｒ

ｙ
Ｑ

（

銀

座

１

丁

目

マ

ッ

ク

銀

座

ビ

ル

２

Ｆ

啻
0
3

・
3
5
3
5

一
2
5
2
4

）

と

越

谷

市

男

女

共

同

参

画

支

援
セ

ン

タ

ー

（

北

越

谷

駅

１

分
一一一一
〇

４

８

・

９

７

０

・
7

4
1
1

）
で

開

か

れ

る

。

◆

『
ラ

フ
レ

シ

ア

を

探

し

て

』

由

良

環
　

Ｇ

ａ

ｌ

ｌ

ｅ

ｒ

ｙ
Ｑ

囗

９

月
1
6
日

～
2
1
日

◆

『
彼

女

の

生

き

方

、
私

の

生

き

方

』

由

良

環

・

橋

本

崇

彦
　

Ｇ

ａ
ｌ

ｌ

ｅ

ｒ

ｙ

Ｑ

囗
９
月
2
3日
～
2
8日
　

越
谷

男
女
共
同

参
画

支
援
セ
ン

タ

ー
囗
９

月
2
9日
～
1
0
月
1
3日

◆

『
体
を
売
る
こ

と
の
意

味
／
体

を
買

う
こ

と

の

意

味
』
橋

本
崇
彦
　
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｒ
ｙ
Ｑ

凵
９

月
3
0日

～
1
0

月
５
日
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト

ー
ク
「
彼

女

の

生

き

方
、
私

の

生

き

方
」
も

あ
り
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒノマン に も ご 飯 に も 合 う カ レー

アジ　　　　　　　　　　　 ２尾

玉ネギ　　　　　　　　　　 １個

ニ ンジ ン　　　　　　　　　 １本

ト マト 野 菜ス ープ ベ ース　 １缶

ニ ンニ ク （おろ す ）　　　20g

シ ョ ウガ （お ろ す）　　　10g

【 ス パ イス】

ク ミン シ ードホ ウル ノ」ヽヽさ じ ‰

カ レ ーパ ウダ ー　　　 大 さじ ２

クミン パウダ 一　　　 小 さヽ じ １

コ リ アンダ ー　　　　 小 さじ １

レ ッド ペ パ ー　　　　 寸 さヽ じ 號

ベ イ リ ーブ ス　　　　　　 １枚

サラダ 油　　　　　　 大 さじ ２

水　　　　　　　　　　　　　 ３Ｃ

塩　　　　　　　　　 小 さし １

揚げ 油　　　　　　　　　 適 量

ｙ
Ｑ

は

、
９
月
2
3日
1
6時
か

ら
、
越
谷
市
男
女
共
同
参
画

支
援
セ
ン
タ
ー
は
1
0月
６
囗

1
5時
3
0分
か
ら

。

示
室
の
ほ
か
に

、
ち
ひ

ろ

が
仕
事

を
し
た
ア
ト
リ
エ

を
部
屋
こ
と

復
元

。
9
7㎡

あ
る
展
示
に

も
講
演
会
な

ど
に
も

使
え
る

ホ
ー
ル

も

｢ そんぽ情報スクエア｣

「

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ー

バ

イ

オ

レ

ン

ス
　

デ

ー

タ

ブ

ッ

ク
2
0
0
2

」

パ
ド

ー
ウ
ィ
メ
ン

ズ
・

オ
フ

″
ス
編
・
刊

Ｄ
Ｖ

防
止
法
が
昨
年
1
0月

あ
る

。
２

階
に
は
子

ど
も

図

書

室

と

子

ど

も

の

部

屋

。
中
庭
に
は

、
ち
ひ
ろ

が

好

き

だ

っ

た

花

を

植

え

、
来
館
者

が
自

由
に

庭
リニューアルしたちひろ美術館（正面）
欅の木が美しい

日
本

損
害

保
険
協
会
は
９

月
1
0日
か
ら

損
保
会
館

♀

代
田
区

淡
路
町
２
１

９

）
のマン フ な ど が ぎ っ し り

Ｏ
そ ん ぽ 情 報 ス ク エ ア各 社 の ／

施
行
さ
れ
て
か

ら
１

年
の
動

き
を

、切
り

抜
き
情
報
誌
「
女

性
情
報
」
か
ら

ま
と

め
た
も

の

。
国
や
自

治
体
の

動
き
、

各
地
の

グ
ル

ー
プ
（

相
談
、

シ

ェ
ル

タ
ー
等
）
、
知
っ
て

お

今
が
旬
の
ア
ジ
を
使
お
う

ア
ジ
編

ア
ジ
（
鰺
）
は

、
回
遊
魚

で

生
鮮
魚
と
し
て
世
界
中

で

人
気
が
あ
り
ま
す

。
年

中
出
回

っ
て
い
ま
す

が
、

舂

か

ら

秋

に

か

け
て

が

旬
。
ど
ん
な
料
理
に
も
使

エ
ン
ジ
ヨ
ず

ｙ

ｙ

え
る
便
利
な
食
材
で
す

。

今
回
は

、
夏

バ
テ
で

食

欲
の
な
い
時
に
食

べ
た
い

カ
レ
ー
で
す

。
肉
は
い

さ

さ
か
も
た
れ
て
・：
と
い

う

人
向
き

。
肉
の
代
わ
り
に

ア
ジ
を
使
い
ま
す

。
カ
レ

ー
ル

ー
を
使
わ
な
い

、
さ

っ
ぱ
り
カ
レ

ー
。
ス
パ
イ

ス

は

、
カ
レ

ー

パ

ウ

ダ

ー

、
ク
ミ
ン

、
コ
リ
ア
ン

ダ
ー
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ン

ニ

ク
。
カ
レ

ー
パ
ウ
ダ
ー

の
み
で
は

、
カ
レ

ー
独
特

の
風

味
だ
け
が
勝
っ
て
し

ま

う
の
で

、
数
種
の
ス

パ

イ
ス
で

、
香
り
を
マ
ス

キ

ン

グ
。
市

販
の

カ
レ

ー
ル

ー
を
使
っ
て

カ
レ

ー
を
作●･407･･4

る

時
も
、
ニ
ン

ニ
ク

、
シ

ョ
ウ

ガ
、
ク
ミ
ン

を
足
す

と

、
本
格
的
な
カ
レ

ー
風

味
を
に

な
り

ま
す
。

「
作
り
方
」

①
ア

ジ
は
３

枚
に
お
る

し

、
一
口
大
に
切
る

。
塩

・
コ

シ
ョ
ウ
で
下

味
を
つ

け

、
素
揚
げ
に
す
る

。

②
玉
ネ

ギ
は

薄
切
り

、

ニ
ン
ジ
ン

は
ひ
と

く
ち
大

に
切
る

。

③
錮
に
サ
ラ

ダ
油
、
ク

ミ
ン
シ

ー
ド
（

ボ
ウ
ル

）

を
入
れ
て
か
ら
コ
ン

ロ
に

点
火

、
ク
ミ
ン

が
は
じ

け

て
き
た
ら
（
パ
チ

パ
チ

と

音

が
す
る

）
玉
ネ

ギ
を
加

え

、
1
5分
ほ

ど
炒

め
る
。

④
玉
ネ

ギ
が
薄
く
色
づ

い
た
ら

、
ニ
ン

ニ
ク
、
シ

ョ
ウ

ガ
を
加
え
て
ひ
と

炒

め
し

、
ス

パ
イ
ス

類
を
加

え
る

。
⑤
ス
パ

イ
ス
の

香
り

が

立

っ
て
き
た
ら

、
ト
マ
ト

野

菜

ス

ー

プ

ベ

ー
ス

、

水

、
ベ
イ
リ

ー
ブ
ス

、
塩

を

加

え

て

約
2
0分

煮

込

む

。
揚

げ

た

ア

ジ

を

加

え

、
味

を
整
え

Ｉ
煮
立
ち

し
た
ら
で

き
上

が
り
。

（
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ

ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料

理

指
導
・
園
田
匕

囗
子
）

に
出
る
こ
と
が
で
き
る

。

黒
柳
徹
子
館
長
は
５
日

行
わ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ン

グ

セ
レ
モ

ニ
ー
で

、
「
新
し

い

建
物
な
の
に

、
元
の
と

こ

ろ
に

帰

っ
て

き

た

よ

う
」
と
内
藤
さ
ん
の
設
計

に
感
謝
。
「
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ

、
ち
ひ
ろ
の

絵
の
持
つ
や
さ
し
さ

、
暖

か
さ
、
美
し
さ

が
子
ど
も

た
ち
に
必
要
と
思
う
」
と

語
っ
て

い
た

。

「
ち
ひ

ろ
美
術
館
」

川

月
瑶
休
館
。
８

０
０
円

、

中
高
生
５

０
０

円

、
小

学

生
３
０
０

円

。
西
武

新
宿

線
上
井
草
駅
７
分
g
0
3
・

３
９
９
５

・
0
8
2
0

１

階
に
「
そ
ん
ぽ
情

報
ス

ク

エ
ア

」
を
開
設
す
る

。
損
保

各
社
の
商
品
パ
ン
フ

、
契

約

の
し
お
り
等
の
資
料

が
入
手

で

き

、
相
談
員

が
無
料
で

相

談
に
応
じ
る

。
毎
日
1
0
時
か

ら
1
8時
ま
で
（

土

、
日

、
祝

日
は
休
み
）

、
場
所
は
Ｊ
Ｒ

御
茶
ノ
水

、
地
下
鉄
・

新
御

茶
ノ
水

、
淡
路
町

、
小
川
町

か
ら
各
３
分

。
開
設
イ

ベ
ン

ト
と
し
て
1
0
日
か
ら
1
3日
ま

で

、
同
会
館
６
階
の

特
設
コ

ー
才
－
で

、
神
田

消
防
署
と

共
催
で

「
そ
ん
ぽ
防

災
、
自

動
車
防
犯
展
」
を
行
い

、
最

新
の
機
器
な
ど
を
見
せ
る

。

き
た
い
本
の
紹
介

、
2
0
0

1
年
の
女
性
へ
の
暴
力
関

係

の
裁
判

、
事
件
の
リ
ス
ト

、

配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン

タ
ー
の
一
覧
な
ど

、
Ｄ
Ｖ

関

係
の
役
に
立
ち
そ

う
な
情
報

を
満
載

。
定
価
1
0
0
0

円

宋

体
）
。問
い
合
わ
せ
：
向

オ
フ

ィ
ス
g
0
3
・
３
３
４
０

・
Ｏ
Ｑ
り
Ｑ
りＯ

日

本
２
４
４
１

、
海
外

5
1力
国
５
７
６

…

。
こ
れ

は

、
女
性
教
育
情
報
セ
ン

タ
ー
所
蔵
の
女
性
・
家
族

に

関
す
る
雑
誌
の
タ
イ
ト

上手に使おう

女性教育情報センター

９
月
1
4日
判

◆
0
2
年
ア

イ
レ

。
ク

ま
つ

り

1
0 時

、
1
5日

㈲
も
　

ア

イ
レ

ッ
ク
（

西

武
・

清
瀬
駅

す
ぐ

）

▽
1
4
日

・
講
演

会

「
赤
ち

ゃ

ん

が

来

た
」
石

坂

啓
（

漫

画

家
）
ほ

か

、
▽
1
5
日

・
女
と

男

の

ト

ー
ク
シ

ョ

ー
ほ
か
　

問

合

せ
・
＝
同

所

晉
０
４

２
４

・
9
5
・

◆

民

衆

が

国

家

を

裁

く

と

は
？

～

「
民
間

法
廷
」

の

意
味

す

る
も
の

1
4時
　

文

京
シ

ビ
ッ

ク
セ

ン

タ
ー
　

越
田

稜
（

ア
ジ

ア
民

衆

法
廷

）
、
西
野

瑠

美
子
（

女
性

国

際
戦
犯

法

廷
）
８

０
０

円
　

問

合
せ
・
＝
「

孫
の

世
代
の

飄
争

責

任
っ
て
・
・
φ
こ
　

実
行

委

晋
＆

喊
」四
四
・
５
３
４

３

・
6
0
3
7

9

月
1
7

日

付

◆

持
続

可
能

な
開
発

に

関
す

る
世

界
首

脳
会

議
Ｗ

Ｓ
Ｓ

Ｄ

報

告
会

＝
・
高

齢
社

会
を
よ

く
す

る
女

性

の

会

啻
0
3・
３
３
５

６

・
３
５

９

月
2
0日
礼ぐ

◆
女
子
差
別
撤
廃
条
約
実
施

状
況
第
５
回
報
告
等
に
つ
い
て

聞
く
会

1
4時
　
内
閣
府
講
堂
（
垉
・

国
会
議
事
堂
前
駅
）
　
主
催
…

え
が
り
て
ネ
″
ト
ワ

ー
ク
　
申

込
み
…
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
郵
便
で
「
聞
く
会

参
加
申
込
み
」
と
記
載
の
上
、

氏

名
、
電

話
、
住

所
、
所

属

先
、
返
信
方
法
を
書
き
干
１
０

０
－
8
9
1
4
　

千
代
田
区
永

１８

時
3
0
分
　

市
川
房

枝
記

念
　

田
町

―
－

６
－

―
男

女
共
同

参

会
（

新
宿

駅
南

口
５

分
）
　
織
田
　

画
局

総
務

課

叫
0
3・
3
5
8
1

由
紀
子
（

政
府

代
表

団
顧

問
）
は
　

・
9
5
6
6
　

ホ
ー
ム

ペ

ー
ジ

か

主

催
・
連

絡
…
Ｊ

Ａ
Ｗ
Ｗ
　

…
 
w
w
w
.ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
.ｇ
ｏ
.ｊｐ
／

谷

本

女

性

監
視

機

構
）
濕
0
3
　
　

◆

こ

う
し
ょ

う
。

外
国

女
性

３

９

６

３

・
３

８

２

叺
‥）

９
月
1
8日
参

◆
老
い
て
女
の
ひ
と
り
住
ま

い
～
高
齢
期
の
女
性
と
住
宅

1
8時
　
生
命
保
険
文
化
セ
ン

タ
ー
（
地
・
霞
ヶ
関
駅
１
分
）

児
玉
桂
子
（
日
本
社
会
事
業

大
教
授
）
　
５
０
０
円
　
主
催

の

支
援

1
8 時
3
0
分
　

東
京
ウ

″
メ

ン

ス

プ
ラ

ザ
　

外

国
籍
当

事

者
か

ら
話

を
聞

く
　

５

０
０

円
　

主

催
＝
・
東
京

民
間

シ
ェ
ル

タ

ー
連

絡
会
　

問

合
わ
せ
・・
台
0
3
・
５

３

３
８

・
3
0
8
1

町

則

創

幽ぐ

◆

子
ど

も
を

産
む
？

産

ま
な

い
？1

0 時
　

と

よ

な
か

男
女

共
同

参
画
セ

ン

タ
ー

す
て

っ
ぷ

相
談

室

相
談

員
：

良

井
聡

理

（
産

婦
人

科
医

）
　

保
育

有
（
５
０

０

円
　

要

申
込
み

）
　

申
込

み

…

容
0
6・
６

８
４

４
・
９

７
３
Ｑ
）

◆

不

登
校

・
中
退

か
ら

の
進

路
Ｉ

情
報

相
談

フ
ェ
ア

1
3時
～
1
8
時

、
2
2
、
2
3日

も

同
セ

ン

タ
ー

（
Ｊ

・
Ｒ

新
小

岩
駅

南
口
５

分

）
　

５

０
０

円

主

催
＝
・
同
セ
ン

タ
１

雪
0
3・

３

６
５

４

・
0
1
8
1

◆

福
島

瑞
穂

と
市

民
の

政
治

ス

ク
ー
ル

第
４

期

1
4時
　

フ

ォ

上

フ
ム
よ
こ

は

ま
（

桜
木
町
ラ

ン

ド
マ

ー

ク
タ

ワ

よ

Ｘ
Ｆ

）
　
　
「
公

共
事

業
が

破
壊

す
る

地
方

自
治

」
青

山
貞

一
　（

環
境

総
合
研

究

所
々

長
）

1
0
0
0

円
　

主

催
…

同
ス

ク

ー
ル

実

行
委
｛

。
０
４

５

・
６

８

１

・
2
5
6
1

◆

大
正

サ
ロ

ン
の
ヒ

ロ

イ
ン

相
馬
黒

光

1
4時
　

文
京

シ

ビ

″
ク
セ

ン

タ

ー
（

地

・
後

楽
園

駅
す

ぐ
）

利

根
川

裕
（

作
家

）
　
1
0

0
0

円
　

主
催

・
問

合
せ
・：
Ｎ

雌

兮

圭

一
賍
芳
‐‐

上
演

込

Ｉ
カ
？
゛

い
Ｉ瀟

讐

サ

ド

牡

開
　
催
　
中

▼
印
象
・
オ
ト
グ
ラ
フ
の
宇

宙
～
ル
ノ
ワ
ー
ル

は
何
色
？

自

筆
が
語
る
美
術
家
た
ち
の
素
顔

2
9日

㈲
ま
で
　

ポ
上
フ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
　
ア
ネ

″
ク
ス
（
銀

座
１
丁

目
）９

　

月

セ ン タ ー の 和 雑 誌 コ ー ナ ー

手

町

）
　

フ

ル

ー

ト

・

尾

田

菜

恵

子

、

ピ

ア

ノ

・
岡

本

雅

子

2
0
0
0

円

（

飲

物

付

）
　

主

催
・
・・
ユ

ニ

フ

ェ

ム

よ

こ

は

ま
｛
一一

〇

４

５

一

２

２

４

一
２

０

０
（
ｊ

▼

エ

レ

ン

ー
ス

チ

ュ

ア

ー

ト

ピ

ー

プ

ル
　

ヽ
ン
ア

タ

ー

1 6

日

剛
1
4
時
　
1
9

時

、
1
7
日

天
1
9
時
　

シ

ア

タ

ー

Ｘ

（

両

国

駅

３

分

）

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

前

衛

演

劇

を

リ

ー

ド

し

て

き

た

ラ

ー
マ

ス

劇

場

の

芸

術

監

督

エ

レ

ン

ー
ス

チ

ュ

フ

ー
ト

の

日

本

初

る
た
め
収
集
し
た
も
の
な

ど
を
含
め
る
と
、
3
0
1

7
タ
イ
ト
ル

に
も
及
び
ま

す
。明

治
時
代
の
『
女
学
雑

箒

９
エ

ツ
り

誌

』『
女

鑑

』『
青

鞜

』

な

ど

か

ら

（

復

刻

版

も

含

む

）

女

性

関

連

の

動

向

、

論

説

を

掲

載

し
て

い

る

最

新

の

雑

誌

、
市

販

さ

れ
て

い

な

い

ミ

ニ

コ

ミ

誌

、

行

政

広

３
２

３

・
６
７

９
Ｇ
）

▼

中

国
フ

ィ
ル
（

Ｉ

モ

ー
石

ク

ー
オ
ー
ケ

ス
ト

ーフ
日

本
公

演

1
6日

㈲
1
9
時
　

Ｎ

Ｈ
Ｋ

ホ

ー

ル
　

▽
2
3
日

㈲
　

Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
阪

ホ

ー
ル
　

指

揮
・
：
余

隆

、
チ

ェ

ロ
・
：
王
健
　
6
0
0
0

円

、
４

″『
』Ｏ

Ｏ
円
丶

り
Ｉ
０
０
０

円
　

問

合
せ

…
Ｎ

Ｈ
Ｋ

プ

ロ
モ

ー
シ

ョ

ン

容
0
3
・
５
７

９
０

・
６

４
２

▼

骨

髄
移

植
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「
明
日

へ

の
扉
」

報
誌
ま
で

種
類
も
幅
広
い

も
の
で

す
。

7
8年
度
か
ら
、
こ
れ
ら

の

雑
誌
の

記
事
を
検
索
す

る
た

め
に

、
和
雑
誌
の
女

性
・
家
族
に
関
す
る
記
事

・
論
文
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

化

を
始
め
ま
し
た

。
デ
ー

●

夕
の

区
分
は
、
論
題

、
著

者
名
、
特
集
名

、
掲
載
雑

誌
名
、
巻
号
、
刊
行
年

、

キ

ー
ワ

ー
ド
な
ど
で

、
現

在
、
４
万
1
7
5
0

件
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て

い
ま

Ｐ

Ｏ

現
代

女

性
文
化

研
究

流

－

0
3・
３

２
４

１

・
８
５

２
ＣＸ
Ｉ

◆
９

∴

凵
か
ら
１

年
　

世
界

は

ど
う

変
わ

っ
た
か

～
反

戦
と

反

グ

囗
－

バ
ル

化

の
声

が
響

き

あ
う
た

め
に

1
4時
3
0
分
　

明
治

学
院

大
学

（

地
・

白
金

台
駅
５

分
）
　

武

者

ふ
路
公

秀

（
中

部
大
）
、
吉
見

俊

哉
（

東
大

）
、
松

井
や
よ

り
（
ア

ジ
ア

女

性
資

料
セ

ン

タ

ー
）
、
他

1
0
0
0

円
　

主
催
・：
ピ
ー

プ
ル

ズ

ー
プ
ラ
ン

研

究

苡

。
0
3

・
５

２
７

３

・
８

３
６
ｎ
／
｝

訓

示

則
ぐ

◆
央

婦
間

の
パ

ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
と

セ
ク

シ
ャ
リ

テ

″
－

を

考

え

る

1
3時
　

フ

ォ
上

フ
ム
よ

こ
は

ま

村

瀬

幸

浩

（
一

橋

大

講

師

）
　

５

０
０

円

申
込
み
・
＝

９
／
1
0
ま
で

に
（

ガ
キ
で
　

問

合
せ
・
＝
「
地

球
家
族

」
｛
。
晟

脇

０
４

５

・
６
２
３

・
５

８
２
（
乙

篠

崎奈

白

石

◆
女

性
情

報
国

際
フ

ォ
ー
ラ

ム
1
3日

ま
で

Ｉ

泊
２

日
　

国
立

女

性
教

育
会

館
　

「
女
性

情
報

の

グ
ロ

ー
バ
ル

な
ネ

″
ト
ワ

ー

ク

を
め

ざ
し
て

」
ル

ー

ズ
・
才

ジ

ャ
ン

ボ

ー
オ
チ
ェ
ン

ク

（
ウ

ガ
ン

ダ

）
他
　

無
料

（
宿

泊
実

費

）
　

申
込
み

…
９

月
2
0日

ま

で
　

同

会
館

情
報
交

流

課
国
際

交

流
堡

－
０
４
９

３

・
6
2
・
６

2
0日

匳
1
8時

、
2
1日

出
1
3

時
、
1
8時
、
▽
2
2日
㈲
1
4時

青
山
劇
場
（
こ
ど
も
の
城
）

無
料
　
要
予
約
函
〇
１
２
０

・

５
３
２
・
３
０
４
　
主
催
…
東

京
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

″

ク
専
門
学
校

▼
「
軍
隊
を
捨
て
た
国
」
上

映
2
0日
㈲
　
1
8時
3
0分

福
生

市
民
会
館
ふ
ホ
ー
ル
　
2
0時
3
5

分
か
ら
製
作
者
・
早
乙
女
愛
の

話
　
主
催
：
「
軍
隊
を
捨
て
た

国
」
を
観
る
会
啻
０
４
２
・
５

５
１
・
4
7
0
2

石
橋

す
。
女
性
・
家
族
に
関

す

る
記
事
を
搜
す
時
に
は

、

Ｎ
Ｗ
Ｅ
Ｃ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か
ら
「
文
献
情
報

デ
ー

タ
ベ
ー
ス

」
に
ア
ク
セ
ス

し

ま
す
。
是
非

一
度

、
和

雑
誌
記
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

を
お
試
し
下
さ
い

。

（
カ

ッ
牛
－

）

独 立 行政法 人

国 立女 性教 育 会館( ヌ エ ック)

〒355-0292 埼 玉 県 比企 郡

嵐 山町 大字 菅 谷728 番 地

g0493･62･6711( 代)
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盒 耐 震 性 能 に 応 じ た 割 引 制 度 に よ り
、

ご 負 担 が 軽 く な り ま す
Ｏ

住宅が次の①または②のいずれかに該当する場合に､所定の確認資料＊

をご提出いただきますと､地 震保険料に10％～30％の割引が適用されま

す。なお､ 本割引は､ 確 認資料をご提出いただいた日以降の保険期 間

について適用されます。

＊所定の確認資料の一例

建築年割引の場合:建物登記簿謄本(写)､建物登記済権利証(写)。

建築確認書(写)

耐震等級割引の場合:建設住宅性能評価書(写)(未交付の場合は設計住宅性

能評価書(写))､耐震性能評価書(写)

① 建 築 年 割 引:10 ％割 引

昭和56 年6 月1日以降に新築された建物である場合。

②耐 震 等級 割引: 住 宅 の耐 震 等級に応じて10 ％～30 ％割 引

｢住 宅 の品 質確 保の促進等に関する法律｣ に 基づく耐震等 級( 構

造躯 体の倒壊 等防止) を有している場合､ または国土 交通 省の定

める｢ 耐 震診 断による耐震等級( 構 造躯体の倒壊等防止) の評価

指針｣ に基づく耐震等級を有している場合。

※詳しくは､下記の損害保険会社にご相談ください。

盒 地 震 災 害 に は､ 地 震 保 険 が 必 要 で す 。

地震保険は､地 震･噴火またはこれらによる津波を原因とする火災､損 壊､ 埋没､ 流

失の損害を補償する地震災害専用の保険です。

血 地 震 に よ る 火 災 な ど の 損 害 か ら

建 物 と 家 財 を 守 れ る の は､ 地 震 保 険 で す 。

地震を原 因として発生した火災や､ 発 生原因を問 わず地震によって延焼･

拡 大した火災も､ 火 災 保 険では補 償されません。このような火 災を含 め、

地震 からあなたの 大切な建物と家 財を守るためには､ 火 災保 険とセットで

地震保険をご契約いただくことが必要です。

※地震保険は､火災保険のご契約期間の中途からでもご契約いただけます。

盒 万 一 の 時 に も､ 充 実 の 補 償 内 容 で す

地震保険の契 約金 額は､ 建 物およびその建物に収容される家 財それぞれに

ついて､ 火災 保険の契約金額の30 ％～50 ％の範囲内でお決めいただきます。

ただし､ 建 物5,000 万 円･ 家 財1,000 万 円 が 限度となります。お支払い する

まいの方で､家 財のみ火災保険に加入された場合でも地震保険をご契約いただけます。

※大規模地震対策特別措置法に基づく警戒宣言が発令された後は､その地域に所在する建物･家財について地震保険の新規契約の引受、

既契約分の契約金額の増額はできませんので､ご注意ください。

Ａ　　　 Ｉ　　　U  303-3216-6611

ウィンタートゥルスイスS  03-5423-0606

ニュ ー イン ディアS03-3214-4711

ゼ　 ネ　 ラ　 リS03-5562-8691

外国損 害保 険協会B03-3224-0254

エ ー ス 保 険003-5740-0602

囗　ン　 ド　 ンS045-683-3800

ラ ン バーメンズS03-5408-7755

キュー・ビー・イー 啻03-5289-8821

ロ イズ・ジャパンB03-3215-5291

S03-5442-6520
S03-5619-3200

S03-3215-3434
003-3830-7500

ツ

ム

上

ヒ

ノア

イB03-3431-5575

一
　
　

ノ

バ

海

リ

ーｙ

スミセ イ損保B03-5360-6775
大　同　火　災B098-869-3118

ニッセイ同和損保^0120-950-055
三井ライフ損保R0120-815-528

003-3237-2111

S03-3204-5324

BB0120-172-424

H0O120-632-277
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三

災003-3504-0131

パ ン003-3349-3111

災330120-210-874
災^0120-228-386
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鷁

ｌ
ｔ

共
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日

富
日本損害保険協会 函0120-107-808

朝　 日　 火　 災003-3254-2211

セソン自動車火災S03-3980-3572

ト ー ア 再 保 険B03-3253-3171

日本 地震再保険003-3664-6074

安田 ライフ損保S03-5352-8123

あい おい 損保003-5424-0101
セコム損害保険 ≫0120-333-962

東　京　海　上SO  120-054-053
日 本興亜 損保3S0120-666-250
明　治　損　保003-3257-3120
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全損 の場 合・ 地震保険の契約金額の全額

半損 の場 合・ 地震保険の契約金額の50％

一部損の場合・ 地震保険の契約金額の5％

保険金は、建物と家 財各々の

損害程度に応じて､次の割合で

支払われます｡※賃貸住宅にお住


